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4 ワー クシ ョップ

真理の度合理論は適切か?： ファジイ論理と真理理論

Lecture by Dr. Shunsuke Yatabe:

Relationship between Fuzzy Logic and Truth Theory
開催日 2010年5月14日

企 画 飯田隆、秋吉亮太(哲 学・文化人類学班)

講演者  矢田部俊介(独 立行政法人産業総合研究所)

 2010年5月14日 に矢 田部 俊介(独 立 行 政法 人 産業 総 合研 究

所)博 士 を招 き、 「真 理 の度合理 論は適切 かa～ フ ァジィ論理

と真理 理論 ～」 とい うタイ トルで講演 を してい たたい た。当 日

は、哲 学、論 理学 、情報科学 、数学 とい った広 い分野 か ら予想

を上 回 る数 の方 々にお越 しいた だいた。

 フ ァシ イ論 理 とは、 真理値 と して通常 の10(真 ・偽)を 含

む閉 区間[01]の 任 意の実 数値 を と り、伝 統 的 には 「真 理 の

度合 い」 を表現す る とされて きた。 しか しなが らこの真 理の 度

合 い理論 を公 理的真理 理論 の 中で形式化 す る とω 矛盾 す る。

従 って公理 的真理 論 におけ る真 理概 念 と真理 の度合 い説は整合

的で はない、 とい う結論 を導 くのが矢 田部氏 の議論 であ る。

 以上 の ように、 矢 田部博 士 の講演 は哲 学 的主 張(真 理の度 合

い説)を(ω 一無 矛盾性 な どの)数 学 的結 果か ら導 く とい う学

際的 アブn一 チを とってお り、 本研究 セ ンターの趣 旨 にfnっ た

もので ある。最後 に、 当 日は非 常 に活発 な議論 が行 われた こ と

を記 してお く。                (秋吉亮 太)

Dr Shunsuke Yatabe gave a lecture on the relatlonshlp

between fuzzy logic and truth theory on 14th May,2010

We had fruitful discussions from philosophical and math-

ematical viewpoints

5 Akihiro Kanamori教 授 、 Juliet Floyd教 授 講 演 会

Lectures by Professor Akihiro Kanamori and Professor Juliet Floyd

開催 日  2010年6月11日

企 画  飯田隆、秋吉亮太、鈴木生郎(哲 学・文化人類学班)

講 演 者  Akihiro Kanamori、 Juliet Floyd(ボ ス トン大 学)

 2010年6月11日 に、 ホス トン大 学 で数 学教 授 を務 め るAkl

haro Kanamor1教 授 と、同 じくボ ス トン大 学で哲学 教授 を務め

るJullet Floyd教 授 をお招 き し、共 に講演 を していた たいた。

Kanamorl教 授 は、集合 論 及 び数学 史に 関す る研 究 を精力 的 に

行 っ てお り、特 に巨大 基数 に関す る著 作The Hlgher ln且nlte

(Sprlnger)は 広 く知 ら れ て い る。 今 回 の 講 演 に お い て

Kanamor1教 授 は、証 明概 念か 数学 の実践 にお いて 果 たす 本質

的か つ多様 な役割 を、様 々な現代 の数学 的定理 の証明 を挙 けつ

つ示 した。 また、 数学 ・論 理学 の哲 学や ウィ トケ ンシュ タイ ン

研 究 を含 む広 範 な分 野 で活 躍す るFloyd教 授 は、 ウ ィ トケ ン

シュ タイ ンと数学 者ア ラ ン ・チ ュー リ ングとの関係 に光 を当て

るこ とを通 じて、 ウィ トケ ンシュ タイ ンの数学 の哲学 に新 たな

理解 をもた らしうる こ とを論 じた。

 両 講演 には数学 及び哲 学の研究 者が多 数参加 し、講 演後 には

発 表者 とフ ロア との 間で活発 な議 論が交 わ された。 こ う した形

で哲学 と数学 の垣 根 を超 え た分野横 断的 な交流 の場 が設 け られ

た こ とは、数学 と哲学双 方 の分 野の研 究者 に とって大変貴重 な

機会 であ った と思 われる。           (鈴木生 郎)

On June l lth,2010, Professor Akihiro Kanamori and Profes-

sor Jullet Floyd gave lectures on the themes re正ated to

mathematics and philosophy Their lectures shed new light

on the important and complex role of proof m modern

mathematical practice and Wittgenstein's philosophy of

mathematics
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